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岐阜メイツ睡眠クリニック／岡崎メイツ腎・睡眠クリニック 

リアルワールドの現場において、睡眠医療を実践するクリニックの持続可能性には、いわ

ゆる“ヒト、モノ、カネ、情報、時間”という要素を組みあわせて、不確実性に克つ科学

的思考が必要と考えます。さらに “働き方改革”という視点から、今はリテンションマネ

ージメントの重要性が強調されています。今回は医用行動科学・行動分析の視点から実践

している人材育成などの経験値をプレゼンします。 


